
前年度授業改善推進プランの検証 学習状況の現状と課題 指導方法の課題と授業改善策

第１学年

【現状】
○ICT資料を活用して、より多くの児童の考えを共有すること
ができた。

〇覚えたての文の書き方を活用して、自分の考えを文章で表
現できるようになった。

【課題】
〇考えを発信することが苦手な児童がいる。

○ICTを活用し、状況を視覚的に理解することで主題を明確にする。

◎学習習慣２「授業中に自分の考えを述べたり、他者の発言を集中して聞い
たりする。」
自分の考えを確認するためのワークシートの活用や、友達の考えを聞く反応
を身に付け、自分の考えを発信しやすい授業づくりを目指す。

〇自分の考えをより多くの児童と共有できるよう、ペア学習やグループ学習
を取り入れたり、動作化や役割演技などを取り入れて深められるようにして
いく。

第２学年

【成果】
○板書や挿絵の工夫、ICT機器の
活用をすることで、心情を捉えや
すくした。

○導入で問題意識や必要感をもた
せて児童が主体的に考えられるよ
うにできた。
課題】
○自身の経験を振り返る際にうま
く考えられない児童がいる。

○教材の内容の理解に時間がかか
ることがある。

【現状】
〇毎回ワークシートに自己の振り返りを書く時間
を確保し、教材と自分を関連付けながら振り返る
ことができた。

〇多様な指導法を用いて教材を自己とのかかわり
で考えることができた。

【課題】
〇多面的、多角的な考え方や見方の指導が不十分

〇教材と自己の振り返りの接続がうまくいかず、
深まりが感じ辛い。

〇ICTを活用したり、話し合いの仕方を工夫すること
で、多くの意見を聞けるようにし、多面的・多角的な
考え方に触れられるようにする。

◎つなぎの言葉を精選し、教材を通して学んだことを
自己の振り返りに生かせるようにする。

第３学年

【成果】
○「こころのものさし」を
活用することで、自他の考
えの違いの気付きが深ま
り、積極的に発言する児童
が増えた。

【課題】
○道徳的価値について考え
を深めることの個人差が大
きい。

【現状】
○児童の考えを揺さぶり道徳的価値につい
て考えを深められるように、発問や活動形
態を工夫している。
〇「自分だったら～」という視点で価値判
断を表現しようとする児童が増えてる。

【課題】
○場面の捉えが難しく、自分の経験を思い
起こすことが難しい児童がいる。

〇身近な自分事に置き換えられる発問を工夫し、より
自分の生活に生かせる道徳となるよう授業改善してい
く。
〇ICT端末を活用し学校生活の記録を残す。日常の様子
を写真等で振り返りながら自身の言動を振り返る。

◎ペア・グループ活動を増やし、授業中に自分の考え
を述べたり、他者の発言を集中して聞いたりする場面
を設ける。

第4学年

【成果】
〇多様な考えを板書で視覚
的に示したり、交流する場
面を設定することで、自分
と友達の考えの違いに気付
き、考えを深めていた。

【課題】
○授業を通して学んだこと
を今後の生活に活かせるよ
うにする。

【現状】
○導入では、学習内容に関連した生活場面
や経験を振り返り、積極的に共有すること
ができている。
〇主題に対して、自分事として捉え、自分
なりの考えをもつことができる児童が増え
ている。

【課題】
○自分の考えをもっていても自信がもて
ず、全体に向けて発表することに消極的な
児童がいる。

○授業を通して学んだことを今後の生活に活かせるよ
うに、振り返りを充実させる。

○ICTを活用し、アンケートの実施や考えの共有等に活
かしたりすることで、自分事として捉えられるように
する。

◎発問後は、考えをまとめる時間を実態に応じて設定
し、ペアやグループなどで、自分の考えを伝え合う時
間を確保する。

第5学年

【成果】
○どの資料にも積極的に自
分の考えをもち、友達と意
見交換をしている。

【課題】
○自分の考えを強くもちす
ぎてしまい、違った意見を
受け入れようとしない児童
がいる。

【現状】
○各クラスで児童の実態に合ったワーク
シートを活用することで、道徳的価値につ
いて自分事として考えを深めながら書いて
いる。
○板書整理して、児童の意見をより分かり
やすく比較したり、道徳的価値への理解に
つなげたりできるようにしている。

【課題】
○自分の中で考えを深めようとする一方、
友達との意見交換に消極的な児童がいる。

◎教材ごとに、発問に対する自分の考えを明確にもて
る仕掛けを取り入れる。また、友達の発表をよく聞き
反応することのよさを指導し、自分の考えを発信しや
すい環境づくりを目指す。

○ICT（スライド、タブレット）を積極的に活用し、事
前アンケートの結果や意見の共有を視覚的に分かりや
すくする工夫を取り入れる。経験の差があっても、す
すんで思考できるように促す。

第6学年

【成果】
○「心のものさし」や板書
整理により、自己の内面変
化や他者との意見比較に気
付き、思考をより深められ
た。

【課題】
○自分の考えを再確認する
意味では、記憶させるより
も記録として何かしら残し
ておくほうが効果的だっ
た。

【現状】
○全体で意見を述べる活動より少人数で自
分の意見を伝え合う活動を好んでおり、学
びや気づきがより活性化している。

【課題】
○生活経験の違いにより、思考の深まりに
差が生じてしまう。

◎自分の意見を述べやすいように、ペアやグループで
の活動を設定し、多様な価値観にふれ、気付きを深め
られるようにする。

◎「書く」時間だけでなく、授業の中で大切だと感じ
たことや気になる言葉が出てきたら、簡単にメモを
とってもよい雰囲気授業を行う。
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